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　『書紀』は推古十六年（608）から持統四年（690）までの 82 年間で都合 7回「学生」の
































































































































































































































注⑳　「謎の渡海者勝鳥養をめぐる考察」2004 年 1 月勉誠出版刊『交錯する古代』所収
　　　「日本古代留学者－勝鳥養」2002 年 3 月『札幌大学総合論叢 13』所収
泉　　　敬　史 「古代日本」の留学者たち①　―「学生」「学問僧」―
129
注㉑　「朕更復思崇正教光啓大猷。故沙門狛大法師福亮。惠雲。常安。霊雲。惠至。寺主
　　　僧旻。道登。惠隣。而爲十師。別以惠妙法師爲百濟寺々主。此十師等宜能教導衆
　　　僧。」このうち惠雲，霊雲，僧旻の 3 人には留学者としての足跡が確認できる。その他の人物にその
足跡は確認できないが，だからといって留学者であった可能性を否定することはできない。また『続
日本紀』養老五年六月条に見える沙門行善は「負笈遊学。既経七代」とあり，『日本霊異記』には推
古朝に遣わされた高句麗への留学者として同名の人物が登場する。ここで「遊学」という語を『続紀』
は使っているが，これは『書紀』には見られない語で，しかも半島への留学者に対してのみ使われて
いる点で興味深い。
注㉒　「夏四月戊戌朔。高麗学問僧等言。同學鞍作得志。以虎爲友。學取其術。或使枯山變爲青山。或使黄
地變爲白水。種々奇術不可殫究。又虎授其針曰。愼矣愼矣。勿令人知。以此治之病無不癒。果如所言。
治無不差。得志恒以其針隱置柱中。於後折其柱取針走去。高麗國知得志欲歸之意。與毒殺之。」　
